
私立大学図書館協会 

東地区部会研究部 

2023 年度 PB 研修コース案内 

１．概要 

研修コース名 PB (Problem Based) 研修 

期間（回数） 全 6 回。以下を予定しています。 

【第 1 回】6 月、【第 2 回】7 月、【第 3 回】8 月、【第 4 回】9 月、【第 5 回】10 月、

【第 6 回】12 月 

曜日・時間 オンライン形式・金曜午後 1:30-4:30（途中休憩約 10 分を挟む） 

担当者 高野 真理子（大学図書館支援機構） 

 

２．詳細 

到達目標 各大学図書館で抱える問題や，より良いサービスに向けた課題を参加者（受講者）間

で共有し，参考になる知見を集め，解決に向けたアイデアを出し合う機会を提供する

課題解決型（Problem Based）の研修です。課題は参加者自身の問題意識や関心に合

わせて設定します。パブリックサービス，テクニカルサービスどちらの課題でも構い

ません。例えば，図書館が行うイベントについて，電子資料（収集・整理・利用）に

ついて，オンラインレファレンスについて，機関リポジトリについて，著作権や ILL

について，2022 総合的発見環境について…等々です。アドバイザーが課題解決の技

術的支援と，効果的な成果発表方法をレクチャーします。 

業務において，発展的な問題意識を持ち，他の大学図書館とのコミュニケーションを

通して，自己解決力をつけることを目標とします。また，その成果を実務に活かし，

大学図書館サービスの向上に寄与することを目的とします。 

各回内容 参加者の課題意識・関心に応じて PBL (Problem Based Learning)のテーマを設定し、

進捗に応じた各段階で、全体での発表と討議・情報交換を行い、研究を進めます。 

第 1 回 研修ガイダンス，課題・グループ設定，研究方針計画 

第 2 回 課題検討，進捗発表 

第 3 回 課題検討，最終発表会 

第 4 回 後期課題・グループ設定，研究方針計画 

第 5 回 課題検討，進捗発表 

第 6 回 課題検討，最終発表会 

実施形態 オンライン形式 

研修報告大会 12 月中旬頃に開催（登壇者を研修内で募ります） 

 

３．受講条件 

資格・経験等 図書館サービスに前向きな課題意識を持っている方なら，資格を問いません。管理職，

中堅職員，図書館業務経験の浅い方も，一緒に課題に取組んでいきましょう。 

環境等 受講の際にはインターネットに接続できる環境とブラウザー（Zoom，OneDrive 等

を使用します） 

 

以 上 


